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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

代表取締役社長　　大垣　義秋

　昭和48年の創業以来、当社は、清掃・警備・設備管理等のビルメンテナンスを本業とし、お客
様に満足していただくことを目指して事業を展開して参りました。
　お客様に喜んでいただける価値あるサービスを提供し、企業としての社会的責任を果たして
いくためにも、本業を通じて環境・社会に配慮した活動に自主的・積極的に取り組んで参りま
す。

　　　　　　改定日： 2019年12月1日

　　　　制定日：2017年10月1日

環境経営方針

　　　　　　　　　　　　
ダイセイ美建株式会社

経営方針

（１）優秀なる作業員を常時派遣し、責任ある作業の実施

（２）御得意様に御満足頂ける作業を逐し信頼を得る

（３）親和協力・誠実奉仕・即時実行を旨とする

１．環境関連の法規制や当社が社会に約束したことを遵守します。

２．電力および燃料の使用に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３．廃棄物の発生抑制、分別、およびリサイクルに努めます。

４．水使用量の削減に努めます。

５．環境や安全に配慮した製品・サービスの購入に努めます。

６．地域社会への貢献活動に努めます。

この環境経営方針を全社員に周知し、継続的に改善活動に取り組みます。



□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

ダイセイ美建株式会社

（２） 所在地

本  社 大阪市天王寺区悲田院町8-11

倉  庫 大阪市市東住吉区桑津5-29-2

現  場 ビル、工場、学校、病院等

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 取締役 谷口　勝利 TEL： 080-3863-4288

担当者 管理部 倉橋　慶次 TEL： 090-1907-8847

（４） 事業内容

ビルメンテナンス業

（５） 事業の規模
売上高 百万円 (2022年度）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名 (換算人数 28名）

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 11 月 21 日 ～ 11 月 20 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： ダイセイ美建株式会社

対象事業所： 本  社
倉  庫

対象外： なし
活動： ビルメンテナンス業

□事業の紹介

2023年1月30日

本  社 現場 倉庫

110 0

17 67

代表取締役社長  大垣　義秋

50 -

484

113

合計

3

■建築物環境衛生総合管理業務

■設備管理業務 ■建築物・飲料水貯水槽清掃業務

■保安警備業務

■その他・・・内装仕上工事及び造園工事業務

■特定労働者派遣業務



□有資格者

建築物環境衛生総合管理業務 設備管理業務

建築物環境衛生管理技術者 5名 第3種電気主任技術者 3名

ビルクリーニング技能士 7名 第一種電気工事士 6名

建築物飲料水貯水槽清掃業務 第二種電気工事士 5名

貯水槽清掃作業監督者 4名 第三種冷凍機械 5名

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 2名 一級ボイラー技士 3名

警備業務 二級ボイラー技士 6名

警備員指導教育責任者 2名 消防設備士 6名

施設警備業務2級 4名 建築業

2級建築施工管理技士 5名

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営方針の策定・見直し

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

代表者（社長）

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営に関する統括責任

2020年10月1日

社長  大垣　義秋

環境管理 責任者

太田　周平

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

環境事務局

（事務部、営業部）

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

事務部

下档 とも子
営業部

倉橋 慶次



□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg

kg

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後係数（2015年）　

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

基準値 2022年 2023年　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　年　度
　　項　目

17,497 14,213
項　目 2020年 2021年 2022年

　産業廃棄物排出量 0

二酸化炭素総排出量※ 19,096

廃棄物排出量

2024年

（目標）
電力による二酸化炭素削減

基準年度比 ― 98.5% 80.7% 98.0% 97.5%

250

48

kg-CO2 2,728 2,688 2,006 2,674 2,660
（基準年2016年) （目標） （実績） （目標）

評
価

0

0.496

　一般廃棄物排出量 48 48

基準年度比 ― 98.5% 69.7% 98.0% 97.5%

自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2 17,510 17,247 12,207 17,160

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 20,239 19,935 14,213 19,834 19,733

17,072

・廃棄物削減については、産業廃棄物の発生は数年に１回程度ワックスの容器等（廃プラ、金属
類）を排出し、一般廃棄物は発生量が非常に少ないため、これ以上の削減は見込めないので、現状
より増加しないよう注意している。

・水使用量は、ビルの1室を借りており、水回りは共用で使用量が把握できず、啓蒙的取り組みを実施。

・本業での環境配慮としては、環境に配慮された洗剤や容器を使用している。



□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2016年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2016年

2022年

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標

2021年7月に事務所を移転し照明をLED化したりして、5,247KWの使用量
でしたが、2022年度は4,044KWの使用量となり、1,203KWの節電が出来
ましたので今後も照明や空調機等の節電に努めます。・不要照明の消灯 ○

・空調フィルターの定期的清掃 ○

459

2月1月12月 4月3月

数値目標 ○

・タイヤの空気圧（適正値）を定期的に確認

2月 3月 4月

・効率的なルートを走行

・適正な車両整備

12月 1月

・アイドリングストップなどエコドライブの励行

484 431 304 203 233

11月10月9月8月5月 6月 7月

〇

343 387
351 464 633 453 417 316

414 299 208
629 409 371333 492 629

279

5月 6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月 10月 11月

○

○

○

○ 2021年度はハイブリッド車に乗り換えたりしましたが6,416ℓ使用していました。2022
年度は5,258ℓの使用量となり1,158ℓの削減が出来ましたが、仕事先に左右される
ことでもあり、今後もエコドライブの励行や適正な車輌整備を行い燃料の削減に努
めます。

485 390
566 442 435 426 188 279 267 372 363
442 482 630 474 352 258 169 415 581

324 268 261
580
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

対象地域内で、排ガス規制適合車の使用（小型貨物２台）

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

業務用空調機　（本社事務所）の簡易点検実施

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

自動車　ＮＯｘ・ＰＭ法

廃棄物処理法

太田、大倉、星川、金光、下档

産業廃棄物　（廃プラ、金属屑、木屑等）等が数年に一度発生。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

フロン排出抑制法

参加者全員で消火器の設置場所、使用方法および避難経路、非常出口の確認ができた。万一の時にも訓練の
通りに落ち着いて対応したい。

2022年4月20日 本社事務所

事務所内での火災の発生を想定し、訓練を実施した。

訓練の写真を張り付ける

外部から寄せられた環境上の苦情・要請等はありませんでした。

訓練の写真を張り付ける



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2022年11月25日

2023年度から基準年を事務所移転後の2022年度
に変更する。

代表取締役　　　　　　　大垣　義秋

～私たちと一緒に笑顔で働く仲間をお待ちしています～

下記事項を踏まえて、この1年を総括し、今後の取り組みについて代表者の考えを述べる。

・目標・計画の達成状況 売上が前年度比4.1％減に対し、燃料の使用量が18％の削減となり、電力が22％の

減少で収り概ね目標を達成できた。今後も継続して活動する。

・組織を取り巻く経済環境 諸物価の高騰が利益を圧迫し、人手不足の対応に苦慮する状況にある。

・組織の課題とチャンス 資格取得等計画的な人材育成を図る。


